
 
貸 借 対 照 表 

 
(2023年３月31日現在) 

(単位：千円) 
資 産 の 部  負 債 の 部 

科 目 金 額  科 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 

貯 蔵 品 

前 払 費 用 

一年内回収予定の関係会社長期貸付金 

未 収 入 金 

関 係 会 社 預 け 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 

固 定 資 産 

 有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

工 具 器 具 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

 

  無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

出 資 金 

関 係 会 社 出 資 金 

関係会社長期貸付金 

長 期 前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

保 険 積 立 金 

敷 金 

保 証 金 

そ の 他 

 19,398,153 

 4,607,325 

 4,325,427 

 936,932 

 3,779 

 31,110 

 1,841,510 

 1,356,274 

 6,300,000 

 1,474 

 △5,681 

 

 9,747,455 

 3,100,072 

 983,610 

 71,513 

 114,887 

 48,430 

 1,858,561 

 23,068 

  

 30,462 

 26,001 

 4,460 

 

 6,616,920 

 1,010,366 

 2,850,017 

 573 

 10,810 

 2,231,800 

 2,890 

 347,962 

 76,273 

 72,259 

 13,139 

 830 

 

流 動 負 債 
買 掛 金 
関係会社短期借入金 
一年内返済予定の長期借入金 
リ ー ス 債 務 
未 払 金 
未 払 法 人 税 等 
未 払 消 費 税 等 
未 払 費 用 
預 り 金 
役 員 賞 与 引 当 金 
設備関係支払手形 

 
固 定 負 債 

リ ー ス 債 務 
再評価に係る繰延税金負債 
退 職 給 付 引 当 金 
そ の 他 

 9,116,430 
 3,593,437 
 4,160,000 
  99,998 
 21,714 
 221,499 
 53,549 
 12,884 
 910,763 
 14,610 
 22,704 
 5,269 
 
 1,256,155 
 1,337 
 147,463 
 994,324 
 113,030 

負 債 合 計  10,372,585 
 純 資 産 の 部 
 科 目 金 額 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金 

その他利益剰余金 

固定資産圧縮積立金 

配 当 積 立 金 

別 途 積 立 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

 

 評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

土地再評価差額金 

 

 18,104,811 

 1,000,000 

 661,000 

 661,000 

 16,443,811 

 250,000 

 16,193,811 

 2,903 

 553,250 

 7,001,000 

 8,636,657 

  

668,211 

 423,701 

 244,509 

  

 

純 資 産 合 計  18,773,022 

資 産 合 計  29,145,608  負債及び純資産合計  29,145,608 
(注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 



 

 

損 益 計 算 書 

   ( 自 2022年４月１日 
至 2023年３月31日 ) 

 
(単位：千円) 

 

科 目 金 額 

売 上 高  34,066,289 

売 上 原 価  25,480,570 

売 上 総 利 益  8,585,719 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  7,192,480 

営 業 利 益  1,393,239 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 29,878  

受 取 配 当 金 43,914  

ロ イ ヤ リ テ ィ 収 入 35,000  

国 庫 補 助 金 5,824  

そ の 他 13,072 127,689 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 6,629  

そ の 他 4,844 11,473 

経 常 利 益  1,509,455 

特 別 利 益   

投 資 有 価 証 券 売 却 益 10,306  

保 険 解 約 益 16,282 26,589 

特 別 損 失   

固 定 資 除 却 損 16,233  

訴 訟 関 連 費 用 4,888 21,121 

税 引 前 当 期 純 利 益  1,514,923 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 307,608  

法 人 税 等 調 整 額 △17,248 290,360 

当 期 純 利 益  1,224,562 
 
(注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。  

 



 

 

  

株主資本等変動計算書 

   ( 自 2022年４月１日 
至 2023年３月31日 ) 

(単位：千円) 
 

 

株 主 資 本 

資本金 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

資本準備金 利益準備金 
その他利益剰余金 

固定資産 
圧縮積立金 

配当 
積立金 

当 期 首 残 高 1,000,000 661,000 250,000 3,144 553,250 

当 期 変 動 額      

剰 余 金 の 配 当      

固定資産圧縮積立金の取崩    △240  

当 期 純 利 益      

自 己 株 式 の 取 得      

自 己 株 式 の 消 却      

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
当 期 変 動 額（純額)      

当 期 変 動 額 合 計 - - - △240 - 

当 期 末 残 高 1,000,000 661,000 250,000 2,903 553,250 

 

(単位：千円) 

  

株 主 資 本 
利 益 剰 余 金 

自己株式 
株主資本 
合計 

そ の 他 利 益 剰 余 金 
利益剰余金 

合計 別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

当 期 首 残 高 7,001,000 9,397,249 17,204,644 - 18,865,644 

当 期 変 動 額      

剰 余 金 の 配 当  △423,116 △423,116  △423,116 

固定資産圧縮積立金の取崩  240 -  - 

当 期 純 利 益  1,224,562 1,224,562  1,224,562 

自 己 株 式 の 取 得   - △1,562,280 △1,562,280 

自 己 株 式 の 消 却  △1,562,280 △1,562,280 1,562,280 - 

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
当 期 変 動 額（純額)   -  - 

当 期 変 動 額 合 計 - △760,592 △760,833 - △760,833 

当 期 末 残 高 7,001,000 8,636,657 16,443,811 - 18,104,811 

 
 



 

 

  
(単位：千円) 

 
評 価 ･ 換 算 差 額 等 

純 資 産 合 計 
その他有価証券 
評価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・換算 
差額等合計 

当 期 首 残 高 421,940 276,623 698,564 19,564,209 

当 期 変 動 額     

剰 余 金 の 配 当   - △423,116 

固定資産圧縮積立金の取崩   - - 

当 期 純 利 益   - 1,224,562 

自 己 株 式 の 取 得   - △1,562,280 

自 己 株 式 の 消 却   - - 
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
当 期 変 動 額（純額) 1,760 △32,114 △30,353 △30,353 

当 期 変 動 額 合 計 1,760 △32,114 △30,353 △791,186 

当 期 末 残 高 423,701 244,509 668,211 18,773,022 
 
(注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  



 

 

 
個 別 注 記 表 

 
（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
 １.資産の評価基準及び評価方法 

  (1)有価証券の評価基準及び評価方法 

    子会社株式及び関連会社株式…………………総平均法による原価法 

    その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの 

 

 

 

市場価格のない株式等 
 

…… 

 

 

 

…… 
 

期末日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は、全部純資産

直入法により処理し、売却原価

は、総平均法により算定） 

総平均法による原価法 

  (2)棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商品……先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法) 

貯蔵品…先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法) 

  

２.固定資産の減価償却方法 

  (1)有形固定資産（リース資産を除く）……………………………定率法 

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を

除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については定額法を採用しております。 

 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。  

建物      ３年～47年  

構築物     ３年～35年  

機械及び装置  ４年～12年  

工具器具備品  ２年～20年  

  (2)無形固定資産（リース資産を除く）……………………………定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における

利用可能期間に基づく定額法を採用しております。 

    (3)リース資産   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

           リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採   

           用しております。 



 

 

３.引当金の計上基準 

(1)貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して

おります。 

(2)役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込

額を計上しております。 

(3)退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付

債務の見込額に基づき、当期末に発生している額を計上し

ております。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期まで

の期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっ

ております。 

過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により費

用処理しております。 

数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法によ

り按分した額をそれぞれ発生の翌期より費用処理しており

ます。 

 

４.収益及び費用の計上基準 

当社は、国内の事業者及び一般消費者に対する麺類の販売を主な収益源としてい

ます。 

顧客への商品の販売において、当社は販売契約に基づいて商品を引き渡す履行義

務を負っており、引き渡し等により顧客に支配が移転した時点で履行義務が充足さ

れることになります。 

ただし、国内販売においては、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時

までの期間が通常の期間であるため、収益認識に関する会計基準の適用指針第98項

の代替的な取扱いを適用し、出荷時に収益を認識しております。 

 

５.その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

    (1)グループ通算制度の適用 

   グループ通算制度を適用しております。 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更に関する注記） 
 「時価の算定に関する会計基準の適用指針」の適用 
  「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 



 

 

2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の 
期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに 
従って、時価算定会計基準適用指針が定める会計方針を将来にわたって適用する 
ことといたしました。これによる計算書類への影響はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  当社は、2017年12月13日開催の当社臨時株主総会において、2018年４月１日を効 

力発生日として、当社を完全子会社、株式会社メルコホールディングスを完全親会 

社とする株式交換（以下、本株式交換という。）を実施いたしました。本株式交換 

に関連して、これに反対する当社株主１名との間で東京高等裁判所に係属していた 

株式買取価格決定に対する抗告事件について、2022年８月31日付で買取価格の決定 

が下され、当初の買取価格との差額1,562百万円並びに遅延利息及びその他費用415 

百万円の支払いを2022年10月17日付で行いました。買取価格の差額をその他利益 

剰余金から減額した結果、当期末において利益剰余金が16,443百万円となっており 

ます。 

 

（会計上の見積りに関する注記） 

１．関係会社株式の評価 

           （単位：千円） 

 当事業年度 

関係会社株式 2,850,017 

 

当社は、一般に公正妥当と認められる会計基準に準拠して作成した各関係会社の

財務諸表を基礎とした１株当たりの純資産額、若しくは１株当たりの純資産額に買

収時において認識した超過収益力を反映させたものを実質価額として、当該実質価

額と取得原価とを比較し、減損処理の要否を判定しております。  

減損処理の要否及び実施する場合の金額は、純資産の回復可能性、超過収益力の 

毀損の有無及び毀損している場合の当該毀損金額に依存しており、関係会社株式の 

評価における重要な仮定は、主に関係会社の将来計画における収益性の見込みとな 

ります。 

   これらの仮定は、将来の不確実な経済条件の変動等の結果によって影響を受ける 

可能性があり、見直しが必要となった場合、計算書類に重要な影響を与える可能性 

があります。 

 

２．固定資産の減損 

           （単位：千円） 

 当事業年度 

有形固定資産 3,100,072 

無形固定資産 30,462 

 

  当社は、工場別に資産のグルーピングを行っており、工場損益の悪化、工場の主

要な資産の市場価格の著しい下落等により減損の兆候の有無を把握し、兆候が識別

された資産に関して、減損損失の認識の判定を行っております。なお、資産グルー



 

 

プの将来キャッシュ・フローの生成に寄与する共用資産に減損の兆候がある場合に

は、当該共用資産が関連する資産グループに共用資産を加えた、より大きな単位で

減損損失の認識の判定を行っております。 

  減損の兆候がある場合、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・

フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、使用価値又は正味売却価額のいずれか

高い方の金額まで帳簿価額を減額し、当該減少額を減損損失として計上することと

しております。 

  使用価値の算定に用いる将来キャッシュ・フローの基礎となる将来計画は、経済

環境の変化による不確実性を伴うとともに、経営者の主観的な判断も介在するため、

仮定の見直しが必要となった場合、計算書類に重要な影響を与える可能性がありま

す。 

 

３．新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、経済や企業活動に広範な影響を与える事象

であり、現時点で当社に及ぼす影響及び当感染症の収束時期を予測することは困難

ですが、翌事業年度（2024年３月期）の一定の期間にわたり当感染症の影響が継続

するという一定の仮定に基づいて、当事業年度（2023年３月期）の会計上の見積り

を行っております。  

なお、上記における仮定は不確実性が高く、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大の状況や経済への影響によっては、計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があり

ます。 

 

（貸借対照表に関する注記） 

１.担保に供している資産及び担保に係る債務 

 (1)担保に供している資産 

建 物 468,670千円 

土 地 1,153,958千円 

計           1,622,629千円 

 (2)担保に係る債務 

  一 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 87,498千円 

長 期 借 入 金 0千円 

                  計 87,498千円 

２.有形固定資産の減価償却累計額 4,271,337千円 

 

３.関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短 期 金 銭 債 権 9,363,844千円 

長 期 金 銭 債 権 2,231,800千円 

短 期 金 銭 債 務 6,352,463千円 
 

 

 



 

 

４.土地の再評価 

土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）及び土地の再評価

に関する法律の一部を改正する法律（2001年３月31日公布法律第19号）に基づき、

2002年３月31日に事業用の土地の再評価を行っております。 

なお、再評価差額については、土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律

（1999年３月31日公布法律第24号）に基づき、当該再評価差額に係る税金相当額を

「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を

「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

 

・再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第２

条第３項に定める、地方税法第341条第10号の土地の課税台帳に登録されて

いる価格に合理的な調整を行って算出する方法により算出 

・再評価を行った年月日   2002年３月31日 

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 

△395,298千円 

（損益計算書に関する注記） 

 関係会社との取引高 

仕 入 高 23,978,562千円 

その他の営業費用 191,173千円 

営業取引以外の取引高 36,548千円 

  

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

 当会計年度の末日における 

 １.発行済株式の種類及び総数 

普 通 株 式                  10,577,900株 

  

２.配当に関する事項 

   配当金支払額 

   2022年５月16日開催の第67回定時株主総会決議による配当に関する事項 

配当金の総額                        423,116千円 

１株当り配当金額                              40円 

基準日                          2022年３月31日 

効力発生日                        2022年５月17日 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（税効果会計に関する注記） 

１.繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

  繰延税金資産 

  未払事業税 11,512千円 

  未払賞与 94,432千円 

貸倒引当金 1,739千円 

  退職給付引当金 304,462千円 

連結納税加入時の時価評価 405,035千円 

その他 63,976千円 

繰延税金資産小計 881,156千円 

評価性引当額 △381,023千円 

繰延税金資産合計 500,133千円 
  
  繰延税金負債  

  その他有価証券評価差額金 △72,557千円 

  固定資産圧縮積立金 △1,281千円 

  連結納税加入時の時価評価 △78,333千円 

  繰延税金負債合計 △152,171千円 
 

繰延税金資産の純額 347,962千円 

 

上記以外に土地再評価に係る繰延税金資産及び負債があり、その内訳は以下のとお

りであります。 

  土地再評価に係る繰延税金資産 

     土地再評価に係る繰延税金資産               27,440千円 

             評価性引当額                    △27,440千円 

  土地再評価に係る繰延税金資産合計                - 千円 

 

  土地再評価に係る繰延税金負債 

     土地再評価に係る繰延税金負債              △147,463千円 

  土地再評価に係る繰延税金負債の純額             △147,463千円 

 

 

２.グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い 

  当社は、当事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しておりま

す。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示につ

いては、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」

（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」という。）

に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。 

 

 

 



 

 

（金融商品に関する注記） 

 １.金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関及び親会

社からの借入により資金を調達しております。 

売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図ってお

ります。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ご

とに時価の把握を行っております。 

借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。 

 
２.金融商品の時価等に関する事項 
2023年３月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれら 

の差額については、次のとおりであります。 
（単位：千円) 

 
貸借対照表 

計上額(*2) 
時価(*2) 差額 

(1) 関係会社長期貸付金(*3) 4,073,310 4,054,078 △19,231 

(2) 投資有価証券    

 その他有価証券 1,010,366 1,010,366 - 

(3) 長期借入金(*4) (99,998) (99,998)  - 
 
(*1) 「現金及び預金」、「売掛金」、「関係会社預け金」、「買掛金」、「関係

会社短期借入金」、「未払金」、及び「設備支払手形」については、短期間で決

済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、記載を省略

しております。 

(*2)負債に計上されているものについては、（  ）で示しております。 
 (*3)貸借対照表上の一年内回収予定の関係会社長期貸付金は、関係会社長期貸付金 
     に含まれております。 
(*4)貸借対照表上の一年内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含まれておりま 

す。 
 
(注)金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

 
  (1)関係会社長期貸付金 

これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規貸付を行った場合に 
想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。 

 
  (2)投資有価証券 

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 
 
(3)長期借入金 

これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に 
想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

１. 親会社 

属性 
会社等 
の名称 

議決権等の 
所有(被所有)
割合(％) 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
(千円) 

親会社 
㈱メルコホー
ルディングス 

(被所有) 

直接100.0 
間接 ― 

資金の援助・
役員の兼任 

資金の借入
（純額） 

1,560,000 
関係会社短期

借入金 
4,160,000 

資金の預入 4,500,000 
関係会社 
預け金 

6,300,000 

利息の支払 4,706 － － 

利息の受取 3,572 － － 

 取引条件及び取引条件の決定方針等 

㈱メルコホールディングスに対する借入については市場金利を勘案して、利率を 
合理的に決定しております。 
 

２. 子会社及び関連会社等 

属性 
会社等 
の名称 

議決権等の 
所有(被所有)
割合(％) 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
(千円) 

子会社 
シマダヤ関東

㈱ 

(所有) 
直接100.0 
間接 ― 

当社商品の 
製造・資金の
援助・役員の

兼任 

商品の仕入 14,932,333 買掛金 1,249,314 

原材料の 
譲渡等 

8,905,231 未収入金 764,497 

資金の返済 744,240 
一年内回収予
定の関係会社
長期貸付金 

422,940 

資金の貸付 472,000 
関係会社長期

貸付金 
556,710 

利息の受取 6,856 － － 

子会社 
シマダヤ東北

㈱ 

(所有) 
直接100.0 
間接 ― 

当社商品の 
製造・資金の
援助・役員の

兼任 

商品の仕入 5,478,599 買掛金 503,254 

原材料の 
譲渡等 

3,102,816 未収入金 311,736 

資金の返済 1,093,690 
一年内回収予
定の関係会社
長期貸付金 

997,400 

資金の貸付 1,175,000 
関係会社長期

貸付金 
1,074,130 

利息の受取 12,864 － － 

子会社 
シマダヤ西日

本㈱ 

(所有) 
直接100.0 
間接 ― 

当社商品の 
製造・資金の 
援助・役員の 

兼任 

商品の仕入 3,562,826 買掛金 284,050 

原材料の 
譲渡等 

1,699,183 未収入金 145,473 

資金の返済 485,500 
一年内回収予
定の関係会社
長期貸付金 

421,170 

資金の貸付 420,000 
関係会社長期

貸付金 
600,960 

利息の受取 6,568 － － 

 取引条件及び取引条件の決定方針等 

(1) 当社商品の価格は当社商品の市場価格並びに原価構成を勘案して決定しており
ます。 

(2) 原材料の仕入価格は原則当社の原価において支給しております。 
(3) シマダヤ関東㈱、シマダヤ東北㈱、シマダヤ西日本㈱に対する貸付については

市場金利を勘案して、利率を合理的に決定しております。 

(4) 取引金額には消費税等は含めておりません。期末残高には消費税等を含めてお

ります。 
 

 

 



 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１株当たり純資産額 

１株当たり当期純利益 

1,774円74銭 

115円77銭 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


